
も
大
切
に
し
た
い
。
こ
う
考
え
が
ま
と

ま
っ
た
時
、
以
前
か
ら
誘
い
の
声
を
か

け
て
く
れ
て
い
た
、
さ
ざ
な
み
の
職
員

の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
面
接
で
は

「
利
益
だ
け
を
追
う
の
で
は
な
く
、
で

き
う
る
限
り
地
域
の
方
々
に
満
足
し

て
も
ら
え
る
仕
事
を
し
た
い
」
と
自
身

の
思
い
を
伝
え
る
と
、
役
員
は
快
く
受

け
入
れ
て
く
れ
た
。

「
入
社
し
て
約
１
年
半
が
経
ち
ま
し

た
。
思
う
よ
う
に
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら

い
、
や
り
が
い
の
あ
る
毎
日
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
方
の
架
け
橋
に
な
れ
る
よ

う
、
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

強
い
思
い
が
叶
え
ら
れ
る
仕
事
を
、

こ
こ
で
よ
う
や
く
掴
む
こ
と
が
で
き

た
。

―
― 

困
っ
て
い
る
方
に
こ
そ
、

熱
意
あ
る
対
応
を

現
在
の
業
務
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

決
ま
っ
た
型
は
な
い
。
相
談
者
様
と
そ

の
ご
家
族
に
合
っ
た
最
適
な
手
助
け

を
模
索
し
、
実
行
し
て
い
く
。
金
銭
面

で
苦
し
い
状
況
に
あ
る
方
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
機
会
も
多
く
、
少
し
で
も
満
足

で
き
る
環
境
に
身
を
置
い
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
よ
り
密
な
関
わ
り
が
求
め

ら
れ
る
。

例
え
ば
生
活
保
護
や
、
引
越
し
の
費

用
に
関
す
る
補
助
な
ど
を
申
請
す
る

際
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
行
政
と
交
渉

を
重
ね
る
こ
と
も
大
上
の
役
割
だ
。

困
っ
て
い
る
点
や
、
不
足
し
て
い
る
こ

と
が
な
い
か
と
気
に
か
け
れ
ば
、
自
然

と
面
談
の
回
数
も
多
く
な
る
。
こ
う
し

た
手
助
け
の
末
に
入
居
へ
と
行
き
つ

い
た
時
に
は
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
と

い
う
。

「
入
居
さ
れ
た
施
設
で
『
大
上
さ
ん

に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
良
か
っ
た
』
と

言
わ
れ
る
と
、
も
う
ち
ょ
っ
と
頑
張
ろ

う
と
思
え
ま
す
」。

大
上
の
妥
協
し
な
い
姿
勢
は
、
行
政

の
担
当
者
の
心
も
動
か
す
。
サ
ー
ビ
ス

の
対
象
や
範
囲
に
つ
い
て
明
確
な

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
き
、
よ
ほ
ど
の

こ
と
が
な
い
限
り
例
外
を
つ
く
る
こ

と
は
し
な
い
の
が
行
政
だ
。
し
か
し
足

繁
く
通
い
、
交
渉
を
重
ね
る
と
、「
こ

こ
ま
で
お
任
せ
し
ま
す
」
と
ハ
ー
ド
ル

を
下
げ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
自
身

の
仕
事
に
対
す
る
熱
意
が
行
政
へ
と

届
き
、
自
身
に
向
け
ら
れ
る
視
線
も
変

わ
っ
て
き
た
時
の
達
成
感
は
大
き
い
。

―
― 

入
居
者
様
の
満
足
の
た
め
に

「
医
療
・
介
護
業
界
の
渉
外
担
当
者

は
、
自
分
の
顔
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
全
く
違
う

場
所
に
身
を
置
い
た
ら
、
ま
た
一
か
ら

関
係
を
築
き
上
げ
な
い
と
い
け
な
い
。

必
要
な
資
格
な
ど
も
な
く
、
残
る
も
の

が
な
い
職
業
な
ん
で
す
」。

担
当
す
る
地
域
で
人
脈
を
つ
く
る

の
は
、
地
域
の
情
報
や
行
政
の
制
度
の

細
か
な
部
分
ま
で
把
握
す
る
た
め
で

あ
り
、
時
に
は
話
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ

た
め
で
も
あ
る
。
入
居
者
様
や
そ
の
家

族
と
信
頼
関
係
を
築
い
た
上
で
、
最
適

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
奔

走
す
る
の
が
大
上
が
担
う
シ
ニ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
役
割
だ
。

入
居
者
様
、
相
談
者
様
を
い
か
に
支

え
る
か
を
第
一
に
据
え
な
が
ら
、
介
護

ス
タ
ッ
フ
へ
の
研
修
や
サ
ポ
ー
ト
の

あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
も
自
身
の
課

題
だ
と
感
じ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
検
査

デ
ー
タ
の
見
方
な
ど
病
院
勤
務
で
得

た
経
験
を
伝
え
て
い
く
こ
と
を
足
が

か
り
に
、
現
場
で
活
か
せ
る
知
識
を
蓄

え
、
仲
間
へ
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
実

現
さ
せ
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

こ
う
し
た
飽
く
な
き
向
上
心
を
胸

に
、
大
上
は
こ
れ
か
ら
も
成
長
を
続
け

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
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け
、
人
間
ド
ッ
ク
を
担
当
す
る
部
門
へ

異
動
と
な
る
。

こ
こ
で
は
企
業
や
団
体
に
所
属
す

る
人
た
ち
へ
向
け
て
、
健
康
維
持
を
手

助
け
す
る
た
め
の
仕
事
を
行
っ
た
。
以

前
の
よ
う
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る

人
た
ち
を
手
助
け
す
る
も
の
で
は
な

い
。
戸
惑
い
を
感
じ
た
が
、
ま
ず
は
１

年
以
上
頑
張
っ
て
成
果
を
出
す
こ
と

を
目
標
に
し
、
何
か
得
る
も
の
が
あ
れ

ば
続
け
よ
う
と
決
意
を
し
て
仕
事
に

励
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
心
の
中
で
は
以
前
の
仕
事

へ
の
熱
い
想
い
が
く
す
ぶ
り
続
け
て

い
た
こ
と
も
確
か
だ
。

「
業
績
を
あ
げ
て
も
虚
無
感
が
残

り
、
満
足
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
」。

大
上
に
と
っ
て
強
い
や
り
が
い
を

感
じ
て
行
え
る
業
務
は
、
や
は
り
高
齢

者
や
障
害
を
持
っ
た
方
の
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
異
動
前
の
仕
事

の
方
が
性
に
合
っ
て
い
る
と
い
う
感

覚
や
、
当
時
の
充
実
し
て
い
た
気
持
ち

「
入
居
者
様
、
相
談
者
様
の
お
手
伝

い
は
『
し
て
あ
げ
る
』
の
で
は
な
く
、

『
さ
せ
て
い
た
だ
く
』
と
思
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」。

仕
事
を
す
る
上
で
の
ポ
リ
シ
ー
を

こ
う
語
る
大
上
浩
史
は
、
２
０
１
８
年

11
月
に
入
社
し
た
。
入
居
を
希
望
す
る

方
に
合
っ
た
高
齢
者
施
設
を
探
す
た

め
の
手
伝
い
や
、
入
居
に
必
要
な
手
続

き
の
手
助
け
な
ど
を
、
地
域
の
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
病
院
に
勤
務
す
る
相

談
員
、
地
域
連
携
室
担
当
者
と
協
力
し

て
行
う
こ
と
が
、
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
を

務
め
る
大
上
の
仕
事
だ
。

―
― 

貫
き
た
い
思
い
を
抱
え
て
、

転
職
へ

前
職
で
は
大
規
模
な
医
療
法
人
に

所
属
し
、
最
初
は
地
域
連
携
の
渉
外
担

当
者
と
し
て
主
に
高
齢
の
患
者
様
を

病
院
に
迎
え
入
れ
る
為
の
連
携
支
援

を
行
う
業
務
を
担
っ
て
い
た
。
日
々
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
た
が
、
辞
令
を
受

さざなみシニアサポート

大
お お

上
う え

 浩
ひ ろ

史
し
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【質問事項】
❶第18期振り返って感想や印象に残って
いることを教えてください

❷第19期の抱負や挑戦していきたいことは
何ですか？

❸職員の皆様にメッセージをお願いします

第1 8
期の振り返り

令和2年6月1日を持って、有限会社さざなみの介護事業部は
第19期をスタート致しました。
第18期は各事業所、満床に向けて取り組み、地域とのつながり
なども意識した年になったかと思います。コロナウイルスの影響
もありましたが、忙しい日々の中でも入居者の方の為に新しい
取組みを職員の皆さんが考え、行動してくださっています。
今回は3事業所の管理者さんに第18期を振り返ってもらい、
来期の目標も伺いました！

ヘルパーステーションわおん

❶壱番館では、毎月入居者様にレクリエーション
を提供させていただいております。この一年間を振
り返り、一番心に残っているのはお正月です。一日
の昼食は、入居者様と一緒におせちを食べます。
三が日の間は、かるた・書初め・福笑い・書初めな
ど、お正月遊びを行い、職員も一緒にお正月を楽し
ませていただいております。この、壱番館のお正月
がいつまでも続けていける様にと祈っております。
❷入居者様にとって事故の無い介護・居心地いい
毎日・絵顔溢れるリビングを目指したいです。
❸常に、心に余裕を持ち、日 の々何気ないお声掛け
が出来るヘルパーになって欲しいです。

グループホームさざなみ
❶最近は近隣の方の入居が増えてきてい
ます。この地に根付いてきたのでしょうか。
現在はコロナの影響で面会はできません
が、ご家族やお友達が尋ねてこられること
も多いです。印象に残っているのは、やはり
先日1ヶ月あまりでご逝去をされたY様に
ついてです。1ヶ月余りでご逝去されてしまい
ましたが、人生最後の一ヶ月をみんなから
愛され旅立たれました。ご家族や居宅ケア
マネージャーから、感謝のお言葉をいただ
ける介護を職員みんなで実践できたことが
特に印象に残っています。

❷これからも地域の方やGHの同業の
方達ともお付き合いさせて頂き、より一
層家庭的な雰囲気を大切にして、居
心地の良い施設にしていきたいです。
❸職員の皆さんには、本当に感謝して
います。自分たちにもいつか訪れる
現実に、嫌な顔をせず笑顔で優しく・
気持ちよく対応されているのに頭が下
がります。どうか無理をせず、声を掛け
合い・助け合って入居者様を暖かく
見守ってあげてください。

さざなみ城東

❶事業所の統一を図る年になりました。職員体制
の立て直しと職員の意識の改革に取り組みました。
定着率が悪く、模索・観察する日々が続きました。
指導は依然と変わりがありませんが、個々に合わ
せた指導の言葉を選択してきました。自分たちで創
り上げる施設の在り方を職員が考えるようになって
きています。職員を職員が育てることの意味を理解
してきています。素晴らしいことだと思っています。
❷今が正念場だと理解しています。新職員が現職
員のレベルまでになれば社会・地域からの求めら
れるグループホームになり得ると思っています。細
かく言うときりがありませんが家族から推薦が受け
られ、ご紹介で入居ができる施設を目指したいと
思っています。（セラピードックが飼いたいです）
❸今、私もやっと前進できると思っています。苦しい
時もよく耐え協力し合い「さざなみ城東」を育てて
いただきありがとうございます。やっと春が来る
ような気がします。やがて花が咲き、実をつけ、
次の難関も乗り越えさらに成長してくれることを
望んでいます。

次号も続きます！他の事業所も紹介しますのでお楽しみに！

今回も前号に引き続き、楽しかったイベントの様子を紹介します！

グループホームさざなみ
松屋町

松屋町のお正月は、調理さん手作りのおせちをい

ただきました。お雑煮のお餅も手作りで、安全に召

し上がって頂ける工夫もたくさんされていました。

もう来年のおせちが楽しみですね！

グループホームさざなみ
鶴見

桜見物には心地の良い日でした。

入居者様をご案内するには今日しかないと思い、近くの堤防へ。見物の方もおられず、参加

された方々は久しぶりの外気を吸われ、嬉しそうにされておりました。

節分の日、職員手作りの恵方巻きをいた

だきました。大きく口を開けて丸かじりさ

れる方も！その後は、赤鬼に扮した職員

向かって豆まきをし、みんなで無病息災

を願いました。

グループホームさざなみ
京都南

外出自粛が続く近頃、少しでも楽しめること

をと思い、職員でレクリエーションを企画し

ました。職員手作りのホットケーキが焼き上

がるまで、脳トレや体操・カラオケなどで盛り上がりました。笑顔をたくさん見ることができ、

企画した職員さんたちにも笑顔が広がっていきました。

グループホームさざなみ
大池橋

お家で過ごす時間が増えている今、読書をしてみるのはいかがで
しょうか？今回は3名の方にオススメ頂いた本を紹介します！

おすすめの　 紹介おすすめの　 紹介おすすめの　 紹介おすすめの　 紹介本本

おすすめポイント：

心が楽になる魔法の言葉です。

『自分の名前に「ありがとう」を
唱えると奇跡が起こる！』

著者：愛場 千晶
出版社：コスモ21（2015/07/23）

おすすめポイント：
モダンホラーの代表格作
家の作品です。あらすじを
読むだけでも、背筋がゾクッとするお話。この
夏挑戦してみてはいかがでしょうか？

『黒い家』
著者：貴志 祐介　出版社：角川書店（1998/12/10）

推薦者：
加納事業所

Uさん

推薦者：
松屋町事業所

末長さん

おすすめポイント：
幕末の剣客の生涯を描い
た物語。国を思い、家族を
思い、友を思う心情に胸が
熱くなり、終盤でハンカチを出してしまいまし
た。本当の強さとは何かを考えさせられます。

『不抜の剣』
ぬかず

著者：植松 三十里　出版社：エイチアンドアイ (2016/4/28)

推薦者：
鶴見事業所

無記名さん


